
管理者や事故防止対策担当者向け
ワンランク上のリスクマネジメント勉強会

「安全な介護塾」４月開催のご案内

セミナーに関するお問い合わせは

株式会社安全な介護 セミナー事務局

mail:soudan@nanasha.co.jp

株式会社安全な介護
介護施設・事業所管理者のみなさまへ

判例研究：転倒事故の
過失と安全配慮義務

過去の判例から読み解く転倒事故の過失
現場でできる安全配慮とは

■開催日時：４月１７日 13:30～15:３0（４月12日〆切）
■主催・講師：株式会社安全な介護 代表 山田滋
■参加費：1施設・事業所（PC３台まで） 6,600 円（税込）
（顧問先法人と介護事故対策マネジャーは無料）
■受講方法：Zoomによるオンライン開催
■提供資料：セミナースライドと各種資料
■申し込み方法：下記URLからお申し込みいただき、
所定の口座に受講料をお振込みください。
https://bit.ly/3jYpIIh

安全な介護塾開催要領

安全な介護塾の進め方

・収集した事例の情報共有
・問題点の洗い出し
・判例や論文などからの検討
・現場での管理者の対応検討
・討議、意見交換
※進め方についてご希望やご意見があればお
教えください。

※「介護事故対策マネジャー」は安全な介護主催の養成講座の修了者です

一般のセミナーや研修会などでは、なかなか扱いにくいテーマがあります。管理者にとっては、
重要なテーマで避けて通れないはずなのに検討されず、いつも起きてしまってから後手後手の
対応になってしまいます。そんな悩ましいちょっとアンタッチャブルなテーマに切り込んで、マニ
アックな勉強会をやってみたいと思い、安全な介護塾を作りました。

セミナー録画配信サービス付き

次のような転倒転落事故の判例ついて検証し、現場で対応不可能な対策について考えましょう
１．社協派遣のボランティアの見守り中の転倒事故の判例（H10年7月東京地裁）
２．デイケアの送迎時に転倒し入院先で肺炎で死亡した事故の判例（H15年3月東京地裁）
３．ポータブルの排泄物を自ら片付けようとして転倒した事故の判例（H15年6月福島地裁）
４．デイの静養室で寝ていた利用者が目覚めて転倒した事故の判例（H15年8月福岡地裁）
５．ショートで他の利用者に押され転倒し施設の責任を争った判例（H18年8月大阪高裁）

６．利用者が介助を断りトイレまで付き添わず転倒した事故の判例（H17年3月横浜地裁）
７．認知症の重い利用者がショートで徘徊中に転倒した事故の判例（H21年7月仙台地裁）
８．居室で転倒した事故についてセンサー機器の設置を争った判例（H29年2月大阪地裁）
その他いくつかの判例を検証します。

zoomオンラインセミナー

https://bit.ly/3jYpIIh
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